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川岸橋　交通安全対策　川岸橋の交通安全対策を

遠藤　英樹　議員

「路面表示の実施、
　　　　　　信号設置を要望する」

　

議
員

　川
岸
１

丁
目
と
２
丁
目

の
間
、
菖
蒲
川

に
架
か
る
川
岸

橋
は
、
い
わ
ゆ

る
太
鼓
橋
と
な

っ
て
お
り
、
対

向
車
線
か
ら
来

る
車
両
が
確
認

し
づ
ら
く
、
歩

行
者
や
自
転

車
、
車
両
の
右

左
折
の
際
に
大

変
危
険
と
な
っ

て
い
る
。
１
丁

目
側
の
交
差
点

は
、
国
道
17
号
を
横
切
る
際

の
抜
け
道
に
な
っ
て
お
り
、

交
通
量
も
多
い
。

　そ
こ
で
、
安
全
対
策
と
し

て
、
①
注
意
喚
起
の
た
め
の

路
面
表
示
、
②
橋
の
勾
配
を

緩
や
か
に
す
る
た
め
に
、
両

側
の
道
路
を
高
く
す
る
、
③

信
号
を
設
置
す
る
、
④
市
道

８
・
９
号
に
つ
い
て
、
菖
蒲

川
に
せ
り
出
し
て
車
道
整
備

す
る
と
い
っ
た
対
策
を
考
え

ら
れ
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長

　①
対
応
す

る
。
②
沿
道
家
屋
の
出
入
り

等
の
関
係
等
か
ら
難
し
い
。

④
県
の
見
解
と
し
て
、
河
川

の
断
面
を
阻
害
す
る
こ
と

は
、
治
水
の
安
全
上
認
め
ら

れ
な
い
。

市
民
生
活
部
長

　③
蕨
警
察

署
に
要
望
す
る
。

議
員

　地
球
温
暖
化
に
対
す

る
取
り
組
み
を
確
か
な
も
の

と
す
る
た
め
に
は
、
新
た
に

地
球
温
暖
化
対
策
条
例
を
制

定
し
、
具
体
的
な
数
値
目
標
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
等
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
市
長
は
、
施
政

方
針
演
説
の
中
で
、
地
球
温

暖
化
対
策
条
例
の
制
定
に
取

り
組
む
と
し
て
い
る
が
、
現

状
は
。

市
民
生
活
部
長

　市･

市
民

･

市
民
団
体･

事
業
者
の
責

務
を
定
め
、
一
定
規
模
以
上

の
事
業
者
、
建
築
物
に
対
し

て
は
、
計
画
書
の
提
出
等
の

義
務
を
課
す
内
容
で
協
議
を

重
ね
、
制
定
を
目
指
し
て
い

る
。

す
る
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

ま
た
、
新
曽
中
央
地
区
の
下

水
道
の
整
備
実
施
予
定
は
。

都
市
整
備
部
長

　区
画
整
理

事
業
は
今
後
、
期
間
の
延
伸

も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
新
曽
中
央
地
区

の
下
水
道
整
備
は
、「
新
曽

中
央
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
の
協
議
内
容
に
合
わ
せ

実
施
し
て
い
く
。

市
長

　今
後
は
実
効
性
の
あ

る
計
画
づ
く
り
を
し
て
い

く
。

議
員

　市
内
の
実
業
団
ス
ポ

ー
ツ
チ
ー
ム
を
持
つ
企
業
に

対
し
、
大
会
開
催
な
ど
の
支

援
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
た

応
援
を
し
、
市
外
へ
の
転
出

防
止
策
と
と
も
に
、
本
市
の

議
員

　新
曽
区
画
整
理
の
事

業
計
画
で
は
、
完
了
が
平
成

25
年
度
と
な
っ
て
い
る
が
、

計
画
ど
お
り
進
行
し
て
い
る

か
。
計
画
と
は
、
実
施
さ
れ

て
初
め
て
市
民
か
ら
評
価
さ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

完
了
で
き
な
い
計
画
を
作
成

　
　
　
　
　
新
曽
地
区

　
　
下
水
道

　
早
期
整
備

計
画
ど
お
り
新
曽
地
区
の

　
　
下
水
道
の
早
期
整
備
を

召
田

　
厚  

議
員

「
予
算
も
含
め
計
画
の
見
直
し
を
行
う
」

〝
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
〞
と
し

て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

　今
ま
で
に

な
か
っ
た
企
業
支
援
策
の
提

案
な
の
で
、
今
後
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
の
か
企
業

に
も
話
を
聞
き
、
検
討
す
る
。

議
員

　市
営
球
場
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
観
客
席
な

ど
、
市
内
の
施
設
は
公
式
競

技
が
行
え
な
い
仕
様
で
あ
る

が
、
規
格
に
合
っ
た
施
設
づ

く
り
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

　予
算
の
都
合
も
あ
る

が
、
今
後
検
討
す
る
。

議
員

　現
在
、
夏
季
の

午
後
６
時
、
冬
季
の
午

後
４
時
半
に
、
子
ど
も

に
対
し
帰
宅
を
促
す
夕

焼
け
チ
ャ
イ
ム
を
、
日

没
を
考
慮
し
た
中
間
期

の
時
間
を
設
け
ら
れ
な

い
か
。

政
策
秘
書
室
長

　市
民

の
声
を
反
映
し
、
今
年

度
か
ら
中
間
期
の
放
送

を
実
施
で
き
る
よ
う
に

▲見通しが悪く、安全対策を求められる川岸橋

検
討
し
て
い
る
。

▲夢中で遊んでいると時間を忘れてしまいます（戸田第一小にて）

地
球
温
暖
化
対
策
条
例

の
制
定
を

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

企
業
支
援
策
を

夕
焼
け
チ
ャ
イ
ム
に

中
間
期
の
設
定
を
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公共施設　　　　
　　　　　維持保全計画
公共施設の計画的な
　　　　　維持保全計画を

浅井　隆夫　議員

「施設台帳を作成し計画的に実施」

議
員

　公
共
施
設
は
、

災
害
時
等
不
測
の
事
態

に
は
市
民
の
避
難
所
と

な
る
。
そ
の
機
能
を
失

わ
な
い
よ
う
、
計
画
的

な
維
持
保
全
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

　①
本
年
４
月
、
公
共

施
設
の
管
理
を
担
当
す

る
「
管
財
検
査
課
」
が

誕
生
し
た
。
基
本
と
な

る
施
設
台
帳
の
進
捗
状

況
は
。
②
今
後
の
維
持

保
全
計
画
の
進
め
方
は
。

財
務
部
長

　①
台
帳
作
成
に

当
た
り
、
現
状
の
把
握
も
ま

だ
で
き
て
い
な
い
。
今
後
、

５
ヵ
年
程
度
を
見
込
み
計
画

す
る
。
②
統
括
的
な
施
設
台

帳
を
作
成
し
、
保
全
計
画
や

長
期
的
な
修
繕
を
計
画
的
に

実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

議
員

　最
近
、
落
雷
を
伴
う

集
中
豪
雨
が
頻
繁
に
起
き
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
の

停
電
対
策
と
し
て
、
①
公
共

施
設
の
一
部
に
消
防
用
自
家

発
電
設
備
が
あ
る
。
こ
の
設

備
を
一
般
の
停
電
時
に
使
用

で
き
な
い
か
。
②
笹
目
川
沿

い
に
あ
る
雨
水
排
水
ポ
ン
プ

に
自
家
発
電
設
備
を
設
置
で

き
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長

　①
消
防
用

自
家
発
電
設
備
で
も
、
一
定

の
条
件
が
解
決
で
き
れ
ば
一

般
用
と
し
て
使
用
で
き
る
の

で
、
改
修
時
に
は
考
慮
す
る
。

②
設
置
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
等

も
あ
り
、
今
後
研
究
す
る
。

議
員

　喫
煙
所
の
整
備
が
受

動
喫
煙
防
止
の
有
効
な
対
策

の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

得
た
税
金
を
地
域
の
た
め
に

役
立
て
る
こ
と
が
大
切
と
考

え
る
。
喫
煙
所
の
整
備
と
し

て
、
①
公
共
施
設
内
の
喫
煙

所
の
改
善
を
。
②
同
様
に
、

駅
周
辺
に
つ
い
て
も
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

　①
現
状
を

維
持
し
な
が
ら
、
改
善
す
る

こ
と
も
研
究
し
て
い
く
。  

②
駅
周
辺
の
喫
煙
所
に
つ
い

て
も
同
様
だ
が
、
今
後
、
関

係
機
関
と
調
整
し
考
え
る
。

を
認
め
た
。
本
市
で
も
、
裁

量
権
で
天
引
き
に
す
る
か
ど

う
か
選
択
で
き
る
よ
う
改
正

す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
実
施

後
の
混
乱
が
予
測
さ
れ
る
の

で
、
周
知
徹
底
を
急
ぐ
べ
き
。

財
務
部
長

　現
在
、
議
会
で

承
認
を
得
て
、
天
引
き
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。
自
治
体

の
「
裁
量
権
」
の
た
だ
し
書

き
は
あ
る
が
、
原
則
と
し
て

す
べ
て
の
市
町
村
が
実
施
す

る
も
の
で
あ
り
、
本
市
も
同

様
の
考
え
で
あ
る
。
国
・
県

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
混

乱
な
き
よ
う
周
知
・
広
報
に

努
め
る
。

議
員

　本
市
の
高
齢
者
世

帯
、
一
人
親
世
帯
、
心
身
障

害
者
を
含
む
世
帯
へ
の
賃
貸

議
員

　法
改
正
に
伴
い
、
本

市
で
も
日
本
共
産
党
以
外
の

す
べ
て
の
会
派
の
賛
成
で
、

個
人
住
民
税
の
年
金
天
引
き

が
決
ま
り
、
来
年
10
月
か
ら

始
ま
る
。
県
内
の
北
本
市
で

は
、
市
議
会
が
「
裁
量
権
を

広
げ
る
」
と
い
う
形
で
選
択

住
民
税

　
年
金
天
引
き

　
　

住
民
税
の
年
金
天
引
き

　
　
　
　
　
　
や
め
る
べ
き

花
井

　
伸
子  

議
員

「
本
市
で
は
実
施
の
準
備
を
進
め
る
」

住
宅
家
賃
差
額
助
成
事
業

は
、
先
進
的
制
度
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

利
用
実
績
が
少

な
い
。
特
に
一

人
親
世
帯
、
障

害
者
を
含
む
世

帯
の
利
用
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。

対
象
要
件
、
助

成
額
の
拡
大
を

す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
周
知
方

法
や
対
象
要
件

の
差
異
に
関
し

て
見
直
す
べ
き

と
考
え
る
。

福
祉
部
長

　こ
の
事
業
が
福

▲これで電灯がつけば…庁舎地下の自家
発電設備

祉
施
策
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
対
象
要
件
、
助
成
額

の
拡
大
に
つ
い
て
は
現
段
階

で
は
考
え
て
い
な
い
。
事
業

の
内
容
、
名
称
、
Ｐ
Ｒ
の
こ

と
等
々
は
関
係
課
で
検
討
し

て
い
る
。
今
回
の
指
摘
の
こ

と
も
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

議
員

　制
度
の
後
退
が
な
い

よ
う
、
検
討
を
お
願
い
す
る
。

ま
た
、
住
宅
困
窮
者
へ
の
対

策
は
、
建
築
課
、
福
祉
課
と

横
断
的
に
調
整
し
、
早
急
に

住
宅
政
策
と
し
て
立
て
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

▲平成 21 年 10 月の完成に向けて工事が進む
下笹目住宅

非
常
用
自
家
発
電
設
備

を
停
電
時
の
有
効
利
用

へ

喫
煙
所
の
整
備
を

住
宅
困
窮
者
へ
の

対
策
を


